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投 資 規 模 5~9億円

開 発 人 数 50名以上

販 売 時 期 令和6年度（2024年度）

販 売 形 態 WEBにて

販売見込先 2社

協業希望先 検討中

浜通り復興に
向けたメッセージ
本事業を発展させ、福島県
浜通り地区を国内における
一大宇宙拠点として成長さ
せられるようまい進いたし
ます。
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福島県相馬市から、令和４年12月に福島県
南相馬市に移転して事業所を稼働し、より開
発拠点として強化を進めていく予定です。今
年度は研究員の異動、社員の現地登用をし
ました。今後も従業員拡充を考えております。

浜通り地域への経済波及効果

令和3年度に高度20kmにおける40kg 程度
のペイロード運搬力のある15m級プラスチッ
ク気球を開発しています。また代表取締役の
岩谷をはじめ、ピッチイベントなどにお声か
け頂き参加させて頂いております。

これまでに得られた成果

実用化時期 令和5年度（2023年度）

販売製品・
サービス名 高高度プラスチック気球

成果物
（最終年度）

35m 級新型プラスチック気球、大型気球打ち上
げ装置

創出される
経済効果

気球による宇宙実験の機会を拡大し、福島県浜
通り地区における宇宙産業の活性化に資します。

要素技術 宇宙環境に非常に近いNearSpaceにまで至る物
資、実験機材等の運搬技術

開発の
ポイント

従来の高高度気球では困難であった、20㎏を超える重量物
を高度15〜30ｋｍまで運搬することが可能になり、宇宙実験の
幅を広げ、各種宇宙開発をサポートすることが可能となります。

日本国内では「宇宙＝ロケット」の色合いが未だとても強いよう
ですが、世界的には宇宙利用・近宇宙利用に関して、ニュースペー
スの主要なプレイヤーとして高高度気球は活用されており、認知
されています。気球は極めて経済的かつ合理的に宇宙ミッション
をこなすことができる手法です。現在世界的に注目されるに至り、
今後利用が活性化する宇宙ミッションの手法です。

これまでの高高度気球は素材的に積載重量に限界があったため、新素材の強靭な高高度気球を実用化開発します。
これにより高高度における幅広いミッションを実現できるように、宇宙実験等を実施し航空宇宙産業を活性化します。

新型のプラスチック気球を開発し、
宇宙産業を活性化することを目的とする

高高度プラスチック気球の
実用化開発

実施期間 2021〜2023年
実用化開発場所 南相馬市、北海道札幌市
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